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＝＝ ２０１７～２０１８年度 主題 ＝＝ 

国 際 会 長【ともに、光の中を歩もう】Henry Grindheim（ノルウェー） 

アジア地域会長【ワイズ運動を尊重しよう】Tung Ming Hsian（台湾） 

東 日 本 区 理 事【広げよう ワイズの仲間】栗本 治朗（熱海） 

北 東 部 部 長【距離に負けるな北東部 各クラブの個性を磨きましょう】鈴木伊知郎（宇都宮東） 

ク ラ ブ 会 長【続 楽しいことを数えよう！】加藤 重雄（仙台青葉城） 

 

 
 

   

 

 

 

 

  

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                     

 

 

 

 

 

 
CHARTERED JAN,3, 1980 

THE SERVICE CLUB TO THE YMCA 

AFFILIATED WITH THE INTERNATIONAL ASSOCIATION OF Y'S MEN'S 

CLUB 

 
THE Y’S MEN’S CLUB OF SENDAI-AOBAJOH 

Sendai YMCA, 9-7 Tachimachi, 

Aobaku, Sendai 980-0822 Japan 

〒980-0822 

仙台市青葉区立町９－７仙台ＹＭＣＡ内 

TEL(022)222-7533 FAX(022)222-2952 E-mail:info@sendai-ymca.org 

  12 月 例会         

会 員 数 12 名 メネット 5 名 切 手  kg 今月（12月） 0 円 

出  席  者 9 名 ゲ ス ト 22 名 現 金 0 円 累    計 円 

Make-Up 0 名 出 席 率 75% 累 計 0 円 ファンド 67,600 円 

あなたを形造った方、主はこう仰せられる。わたしの目にはあなたは高価で尊い、 

わたしはあなたを愛している             （イザヤ書 43 章 1～4 節） 
                                                             

＜今 月 の  聖 句＞ 

 

 

 

 

          新しい年が明け、皆様揃って良 

いお正月をお過ごしになったことと 

           思います。 

              さて、青葉城クラブは東日本区の

中で２番目に平均年齢が若いクラ

ブということが分りました！ 

私はすでに 60 代後半ですが、最近入会されたメン 

バー2名が 40 代ということもあり、ぐっと平均年齢 

が若くなりました。連絡もメール、ラインで繋がり、 

その素早い反応にびっくりしながらも頼もしく思って 

います。ここで、その若いメンバー、そしてクラブの 

これからに、お正月早々いい言葉を見つけました 

ので皆様にもお知らせいたします。 

 
「困った、と言うことを金輪際言わない」と言ったのは 

幕末の英雄の一人、高杉晋作です。その言葉通り、

彼は 15万の幕府軍をたった 4千の兵で翻弄し破って

います。この勝利により時代は大きく明治維新へと舵

を切ることになります。 

 

VOL. ４１４ 

2018 年 1 月 

 

会 長 加藤 重雄 

副会長 南澤  一右 

書 記 車塚 潤 

会 計 涌澤 博 

直前会長  加藤 重雄 

ﾒﾈｯﾄ会長  加藤 真子 

担当主事  伊藤 雅宣 

  巻頭言 「新しい年に向けて ＝道は必ず開かれる＝」   加藤重雄 

 

」 

 

    
 
   

 

 

 

人は「困った」と言った時点で思考が停止することが

あります。そうする知恵が出てこなくなります。この点

について高杉はこう言っています。「そうなれば、窮地

が死地になる。活路が見出されなくなる」「死地に陥

ればそれでおしまいだ。だから俺は『困った』の一言

は吐かない」。 

 「はじめに言葉ありき」。『困った』と言った時点で、

目の前のことが困ったことになるのです。 

「必ず道が開ける」と宣言し、「どうしたらいいか？」を

考え抜き、祈り抜くときに、道は自ずと開かれていき

ます。 

最後に高杉晋作のこの言葉をあなたに贈ります。 

「人間、窮地に陥るのはよい。意外な方向に活路が

見出されるからだ」 ＝道は必ず開かれます＝ 

 

友人が通う米沢興譲教会の田中信生牧師の言葉で

すが、新年早々気持ちがぐっと引き締まりました。 

B   F   ス マ イ ル 

ＥＭＣ/ＭＣ 
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１２月第一例会「クリスマス例会」報告      菊地弘生 

モンゴルの子供たちとモンゴル相撲！       留学生と海外のご家族 

日時：12 月 23 日（日）17：00～20：00 

場所：仙台 YMCA203 号室 

出席者：（メン、ｳｨメン）金原、加藤、佐藤、涌澤、川上、井上、尾木、伊藤、菊地 

（メネット）金原、加藤、井上、尾木、伊藤 

(ビジター)清水弘一さん、阿部安子さん、桜井美智江さん以上、石巻広域ｸﾗﾌﾞ 

（ゲスト）留学生（2 名）、エルデダライさん家族（4 名）メンバーファミリー：加藤さん、井上さん、伊藤さん、尾

木さん、涌澤さんご家族のコメット、マゴメットさん 14 名  ＜総勢 37 名＞ 

 

 

第一部のクリスマス礼拝は、尾木善宣メンの司会で、讃美歌｢きよしこのよる｣をみんなで合唱して始まりま

した。聖書朗読後、クリスマスメッセージ｢インマヌエル｣とお祈りを仙台北三番丁教会の川上直哉牧師のお

話しを神妙な面持で聞き入り、キリスト誕生のお祝いをしました。献金は仙台 YMCA 国際・地域協力募金

へ。献金感謝の後、讃美歌｢もろびとこぞりて｣で第一部が終了。 

 

第二部の祝会は、伊藤雅宣メンの司会により、初の試みである、こどもを中心としたプログラムの始まりｲ

～ ハジマリ。 

美味しい食事と歓談を交えつつ、いよいよこども達の登場です。歌、クイズ、マジック等で大人達を喜ばせ

てくれました。感謝！ 

留学生からはポーランドに伝わるこどもへの願いを込めた歌を披露して頂きました。 

恒例のチャリティーオークション、ゲーム、そしてこども達同士でプレゼントの交換と楽しいひと時を共に味

わって過ごしました。来年に繋がるといいですね！ 

ハッピーアニバーサリー、最後にみんなで輪になって歌おうを合唱し終了しました。 

 

 子供たちのマジックに拍手喝采！ 

青葉城クラブには子供たちがたくさん！ 楽しいクリスマス例会でした！ 
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1月第二例会報告 

日 時：１月１１日（木） PM6：45～8：30 

場 所：仙台 YMCA203 教室 

出席者：（ﾒﾝ）涌澤、菊地、伊藤 (ﾒﾈｯﾄ)加藤 

会長は風邪のため欠席。 

  

＜協議＞ 

１）１月第一例会「4 ｸﾗﾌﾞ合同例会」＊担当：石巻広域 

１月 26 日（金） 18：25～20：45 石巻ｸﾞﾗﾝﾄﾞﾎﾃﾙ 

出欠締切：1 月 20 日（土） クラブごと 

送迎バス：仙台駅東口貸切ﾊﾞｽﾌﾟｰﾙ 17：00 出発 

  石巻ｸﾞﾗﾝﾄﾞﾎﾃﾙ 21：00 出発 

２）後期半年報、国際役員投票について 

３）友人・知人同伴キャンペーンについて 

４）次期会長選任の件 

  南澤ワイズにお願いすることで保留となる 

５）ＹＭＣＡより 

 2/11 仙台ＹＭＣＡ全体研修会並びに維持会員交

流親睦会について 

・全体研修会 東京エレクトロンホール宮城 601 会 

議室にて 

＝目的＝ 

（１）国及び東日本地区 YMCA主催研修の共有 

（２）ＹＭＣＡとワイズメンズクラブの相互理解 

  涌澤ワイズが講演担当 

（３）「日本ＹＭＣＡ同盟中期計画」ﾘﾌﾞﾗﾝﾃﾞｨﾝｸﾞ理解 

（４）ＹＭＣＡ運動を推進するための自己理解とＹＭＣ  

  Ａ変革へのチャレンジ 

・維持会員交流親睦会 17：30～19：30 

  シェルブールにて 会費 2,000 円 

 

 

 

 

 

 

           ＹＭＣＡニュース   

国際・地域協力募金が、11 月 23 日と 12 月 23 日に実   

施されました。 

我がクラブからは、12 月のクリスマス例会の開始前に 

会長、菊地ワイズ、伊藤担当主事が街頭で募金を呼

びかけました。 

両日の募金合計：２７３，６０６円 

寒い中声をあげて下さった皆さん、また家庭で貯めて

いただいた募金を持ち寄っていただき、感謝いたしま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２０１７年１０月から新しいロゴとスローガンが発表されました。 

皆さんもお分かりのことですが、もう一度再確認です。皆さんでこの思いを共有したいと思います。 

ひとりがよくなると  世界はきっとこう変わる。 ひとりが「よくなる」と、どんなコトが起きるだろう。 

ひとりが「よくなる」と、その人と出会った誰かがうれしくなる。 

つまり、その人もきっと「よくなる」。 

そして「よくなる」の繰り返しは社会や世界をよりよく変えていくチカラになると思うのです。 

その人と出会った誰かが「よくなる」 

そんな出会いとつながりを YMCA はこれからも大切にしたいと考えています。 

「よくなる」の連鎖はやがて社会や世界を変えていくチカラとなっていく。 

そしてきっと平和を形にしていく原動力となっていく。 

加藤会長、清水さん、伊藤雅宣さん、菊地の４名が

三越前で、国際・地域協力募金をしている活動風景

です。                 （写真提供：菊地） 
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メンバー紹介（７）     菊地弘生 

入会年月日は 1994 年７月と記憶

しています。あれから２４年の月日

が経ちました。 

私の成長は、仙台青葉城と仙台

YMCA との関わってきた年月その 

ものと言っても過言ではありませ

ん。とは言っても昨年、ブリテン委員長を引き受けな

がら満足のいく役割は一度も果たせず今日を迎えて

います。どこに成長の軌跡が見えたのか？？ 

矛盾だらけですね。 

昨年１０月ネット回線が故障し、構築したアドレス

が全て消えてしまいました。ダイジェスト版では申し

訳ありませんが、昨年のブリテンアップを IT アドバイ

ザーの大久保知宏様（宇都宮）へ打診しているところ

です。 

何とか VOL408（７月号）に繋ぐことができそうです。 

入会当時は、メンバーが 1 年で 5～6 名増え、２８

名までになったことを記憶しています。これからは、

特に、時代にあった地域奉仕に応えられる活動を目

指して行きたいと考えています。 

YMCA もきっとそうだと思います。宜しくお願いしま

す。 

 

    

＜東日本区大会のご案内＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

編集後記：１２月のクリスマス例会は、青葉城クラブの 

最大のお楽しみ例会です。若いメンバーが多いことも

あって元気な子供たちが何と 16 名も参加。子供たち

が特技を披露して大賑わいの内に楽しいひと時を過

ごすことができました。世界の子供たちにサンタクロー

スが夢を与えてくれますようにと祈ります。 

２月例会のゲストスピーカー 紹介 

久しぶりのゲストスピーカーです。ぜひお楽しみ

に出席下さい。紹介者は川上ワイズです。 

  ゲトスピーカー：高橋陽子 氏 

仙台白百合女子大学カトリック研究所客員。仙台

白百合学園  中学・高等学校国語科教諭として

1966 年か ら 2003 年まで 勤務。2003 年から同校

非常勤講師。東北キリシタン研究会事務局。2017

年11月18日のカトリック研究所公開研究会におい

て、「今に見る隠れキリシタンの証～旧仙台領北東

部・北部沿岸を中心に～」と題し発表を行った。そ

の発表の要旨は以下の通り。 

『2011 年の東日本大震災で故郷の喪失を味わい、

残された者の使命として先祖のルーツを辿る決意

をした。その過程で生じた「隠れキリシタン」理解へ

の疑問を提示する。具体的には以下の通りであ

る。 

（１）旧仙台領に、最初にキリスト教がもたらされた

のはいつか。もたらしたのは誰か。 

（２）旧仙台領のキリシタン信仰とは、どのようなも

のか。』                     

興味深いお話しが聞けそうです！ 

 

 

♪誕生日おめでとう♪ 

    １月  １日 加藤 重雄 さん 

 １月 23 日 岸田 彰子 さん 

       

 

１月合同例会のご案内 

  日時：１月２６日（金）  18：25～ 

場所：石巻グランドホテル 

   第一部：アジア太平洋地域大会アピール 

第二部：合同例会 

  

    参加費：メン・メネット共 5,000 円 

     

 


